
JICA グローバル・アジェンダ　保健医療

クラスター事業戦略 
「母子手帳の活用を含む質の高い母子継続ケア強化」 

（母子保健クラスター戦略）

母子保健クラスター戦略では持続可能な開発目標（SDGs）のうち特に上記の4つの目標を支援しています。
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JICA グローバル・アジェンダ（JGA）は、2030 年までの持続可能な開発目標（SDGs）の
達成に貢献するため、保健を含む 20 のテーマ分野からなる地球規模の課題に対する戦略です。

保健医療のグローバル・アジェンダは公衆衛生上の危機下においても、すべての人々が必要な
サービスを経済的理由に影響されることなく受けられる、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ

（UHC）達成に貢献することを目的としています。

母子保健分野において、2020 年には世界中で 1 日に約 800 人の女性が妊娠・出産に関連した
予防可能な原因で亡くなり、2021 年には 230 万人の子どもが生後 1 か月目の誕生日を迎える
ことができませんでした。このような妊産婦と子どもの死亡の多くは、低中所得国で起こって
います。また、同年の 5 歳未満の子どものうち、1 億 5000 万人近くが発育阻害の状態でした。
この時期は、生涯にわたる健康とウェルビーイングに大きな影響を及ぼします。

母子保健クラスター戦略は、「すべての母子の健康とウェルビーイング（身体的、精神的、社会
的な健康）の実現」をビジョンとして策定されました。 母子手帳の活用を含む、効果の確認さ
れた介入を組み合わせ、すべての母子が質の高い母子継続ケアを、時間的・空間的に分断され
ることなく受け、自身のケアを行い、また家庭や地域社会からも適切なサポートを受けられる
ことを目指しています。

母子保健サービスの全体像と継続ケア（概念図）

JICA グローバル・アジェンダ 母子保健クラスター戦略とは？



← JICAが優先的に取り組む領域 

課題分野 中間アウトカム 最終アウトカム ビジョン
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保健施設・機材

保健情報

保健財政・財源

女性・家族・地域社会
の参画

マルチセクター
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 母子手帳の活用を含む、
効果の確認された様々な介入の組み合わせ
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クラスター展開のシナリオと JICA の重点領域

JICA の解決策と実績
すべての母子の健康とウェルビーイングを促進するための JICA の協力

34か国
JICA の技術協力で母子手帳を
導入した国

（2023 年 10 月時点）

11,568  人
母子保健に関する研修を受けた 
医療従事者の数（2017-2021 年）

助産学校での研修（スーダン）

機材供与（パレスチナ）

母子手帳の活用法の研修（ガーナ）

研修員受入事業（日本）
NICU での研修（ブルンジ）

様々な国の参加者による相互の学び合い
（インドネシア）

件の技術協力プロ
ジ ェ ク ト（ 約 73
億円）

件の無償資金協力 
（約 291 億円、
2017-2021 年）

177
24



協力とパートナーシップ

JICA は、母子保健クラスター戦略のビジョン、“すべての母子の健康とウェルビーイングの実現” 
を目指して、多様なパートナーとの連携を推進しています。

対象国で 2030 年までに達成すべき SDGs の主要指標
  妊産婦死亡率が出生 10 万対 70 以下 （3.1.1） 
  ５歳未満児死亡率が出生千対 25 以下 （3.2.1） 
  ５歳未満児の発育阻害が 40％削減 （2.2.1） 
   65％以上の対象女性がリプロダクティブヘルスに関連した十分な情報を得たうえで、自ら意思
決定できる （5.6.1） 

母子保健クラスター戦略に関する詳細情報
●   母子手帳の活用を含む質の高い母子継続ケア強化 

要約版 （日本語） 
●   母子手帳の活用を含む質の高い母

子継続ケア強化　全文（日本語） 
●   母子手帳に活用を含む質の高い

母子継続ケア強化　パンフレッ
ト （英語版）

協力とパートナーシップ
の事例
2023 年、WHO、ユニセフ、
JICA が共同で、母子保健の
ための家庭用保健記録のグ
ローバル実施ガイドを発表し
ました。

独立行政法人国際協力機構
母子保健クラスター戦略事務局　人間開発部
〒 102-8012 東京都千代田区二番町 5-25 二番町センタービル
電話番号 : +81-3-5226-8364  Email: boshicluster@jica.go.jp

2023 年 12 月

アジェンダ
セッティング

資源の動員 官民連携

非政府組織 /
市民社会組織 民間セクター

二国間開発機関 学術機関

国際開発機関 パートナー国

知識の共創


